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排便管理方法を検討した成人二分脊椎の２事例
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＜症例１＞、40代女性。摘便と浣腸で管理して

いたが管理不十分で、下痢時の失禁と肛門周囲

皮膚炎が長期化していた。坐骨部褥瘡からの骨

髄炎を繰り返し長期間の抗生剤投与が下痢の要

因であった。高度の肥満と下肢大切断から単独

で便座に移動し排便行動ができないため、自立

を考慮しストーマ造設とした。

＜症例２＞、30代女性。逆行性洗腸で管理して

いたが、週2~3回、1回の洗腸に4時間を要し、

長時間便座に座る事で褥瘡が発生していた。な

おかつ母親の介助が必要であり社会進出が困難

であった。洗腸の時間短縮と自立を考慮しMACE

を行った。

　２症例に共通しているのは、おむつから脱却

したいという意思と、それぞれの母親から自立

を促されていたことである。症例１は便座での

排便行為が取れないことから洗腸の選択肢はな

く、自立にはストーマがQOLを向上させる唯一

の手段と考えた。症例２は洗腸可能な状態が前

提で、時間短縮がQOL向上に寄与した。
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